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独立棟持柱建物 1)に関する研究は， 1991 年，弥生時代の掘立柱建物をテーマとした第 29Iil 
埋蔵文化財研究集会において 宮本長二郎がこの建物の性倍について言及したことを契機に始
められた。;宮本は，独立椋持柱建物の現存例が伊勢神宮社殿に代表されるネ1明造形式として知











































































集成並びに分類の結果は，第 i表および第 1~ 3図を参照して頂きたい。
つづいて，①地域，⑦規模，③集務内の位置関係，①Ilil鏡施設の有無および型式の 4項目が













































第 i表 弥生・古墳時代の独立秘持柱建物一覧表 (No.は第 5@に対応)
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第 1!~ 弥生中期以前の独立棟持柱建物逮捕平田I~ (各報告書に基づき再トレース)
弥生・古墳時代の独立椋持柱建物に関する考察
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蔵王6号掘立柱建物 o 51η 
下鈎 1997581
第2IZ 弥生後期の独立掠持柱建物遺構平mlzl(各報告書に基づき再トレース)
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検出事例がみられない。 後期以降で、は九州北部においても平原 l号墓における i例が確認され













10 12 14 
第 5IRJ 弥生・古墳時代の独立棟持柱建物の桁行と梁行
16 18 20 
桁行(m)
2.構造と規模
(1 )桁行・梁行の規模(第 5~ 8 I~) 
弥生時代仁l:_f ~m 以前で、は，第 61~に示した A Ytf:と B群の範囲に収まる事例が数多くみられる o
A群は，桁行約 2.5~ 5.0m，梨、行約 2.4m~ 3.8mの範囲に収まる事例であり，平林遺跡や玉
津日1中遺跡の建物が含まれる。 8群は， A ~j干に比べて範囲が広くなるが，桁行約 7.4 ~ 10.511， 




しては，池上曽根遺跡の 3棟の建物や東前畑遺跡 SB04のほか 建物全体は未検出であるが非
常に大きな規模が挽定される武庫庄遺跡 SB4やj吾古鍵遺跡第 74次大型掘立柱建物がある。
弥生H寺代後期で、は， c群 'D群のように弥生時代中期以前の事例とは異なる範1mに大半の事
例が収まる(第7図)0C岩手は，続行約 3.2~ 5.2m，梁行3.2~ 4.41の範囲， D l:~1。は，桁行約
7.6 ~ 10.0m，梁行約 4.3~ 5.4 mの範囲に収まる事例である。ただし D群のうち 6例が伊勢
遺跡の事例であり， D群の範囲に示される規模が，必ずしも弥生時代後期の事例の一般的な傾
向を表すとはいえない。
















弥生時代中期以前で、は，梁行 1jJjの事例が最も多く 2関， 3 11~J のものも 10 例程度ある。梁
行3問の例は，弥生時代に!こi期以前に確認される事例のみであり，この点については考察で詳細
に検討する。裕行に関しては， 1 I問の事例が立~lj'遺跡 SB015，桜ノ偶遺跡 SA2001 の 2 例に確
認できる。桁行 111'\J のものは全事例 I~コにおいてこの 2 例のみである。最多の桁行の建物もこの
i時期に認められ，宇古代遺跡;SZ1l9上ピット列がそれに該当する。事例数が最多となるのは桁
41'MJの建物であり， 3 I間と 21M]の例も 10例後存在する。桁行 5I7Jl以上の例もみられるが
多くはない。 構造として最も多く検出されているのは 4x 1問の建物である。
弥生時代後期では 検出例の大半が梁行 1I'Mjの建物である。梁行 2間以上は平原遺跡、の 3x 
2間，下鈎遺跡の 4x 21喝のみである。伊勢遺跡においては SXlll¥jの建物が5例雌認されて
いる。
古墳時代の例は，桁行21'¥Jと31前に集!こドするが，秋津遺跡 SB0028，SB0029，村竹コノ遺跡
SB647， SB648のように桁行を多く数えるものもある。梁行は l間と 21習の事例がともに存在































llO類llC類が3例，llB類が4m，llA 類が 1919~ ，E j選の内訳は，E1頭治宝2fJ~ である。













時代i村!)]以前から後期にかけて数を減らしたのち. I~IJ員 11寺代には検出されなくなる o 1lI類の検
出例が槌端に少ないことから安易に判断できないが，現状では以上のように整理が可能である。
すべての時期を通じて増加する E類に関しては，主1l1]1jした類主!ごとに増加の程度が異なる。




















ける事例は，王子遺跡の 41タ1前:)1:遺跡の 2例宇上野原遺跡の 3例，下大五郎遺跡;の伊1]，立W}
遺跡の 3例、エIZ林遺跡の 3例，そして平原遺跡の i例が確認される。これらの事例の第一の特
徴は，平原遺跡を除くすべての事例の時期が，弥生時代，なかでも九州の弥生時代i二1:IJ1月後葉ー か
ら後期の初頭に含まれるということが挙げられる。
第二の特徴としては，梁1司が 3I'M]となる事例が多いことが挙げられる 7)0 :)L?+Iの事例 1719¥j
1:1 10例が梁間 31M]であり句その他の例でも，梁間 21M]の建物が6例あり 複数の梁IMJをもっ






る。なお. I類に属さない平原遺跡の事例は墓坑上に築かれたものであるため. I~j らかに I 類
に属する事例とは様相を異にしている。一方，平林遺跡跡、は掘立柱建物のみで
あつた可能性が指t檎高されており (武谷.同 1999).遺遺跡内にj居言苦‘官信住i施設として不利iリJ)月用1有3されたJ掘語立柱









前章では，各時期における建物の特徴を規模・構造の分析により示した(第 6~ 8 I~I) 。そ
の結果をふまえ，弥生時代i判明以前と古墳時代の事例に認められた特徴を比較してみたい。
弥生時代i判明以前では A-B 群の範邸内に大多数の事例が含まれ A-B群の 2グループ
以外には，突出した規模をもっ事例が数例存在することを指摘した。しかし弥生時代中期以













































































E類は 1寺;!tjjの推移とともに数を増やすが. Ilf縫施設の有無に着服するならば. I豆函施設を
もたないIIA類は減少し 区画施設を伴う IIB.IIC.IID類は全体として大きく t盟加した。
1m繰施設を伴う事例の増加は，建物に近づくことが可能な人びとを限定する現象が，複数の集





























































































































































































































(設楽 2009) 。筆者は設楽の分類を一部踏襲したが，区部施設の種類ならびにその変遷に着 I~I するため
本稿中に示した分類とした。
7) 岸本道H(jは鹿児島と宮1[奇の事例に梁行 3IMiという特徴があることを註でふれている(岸本 1998)。
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A Study of Buildings with Freestanding Munamochibashirαin Yayoi and Kofun Period 
Y.AMASH口、AラYusuke
Research on buildings with freestanding munamochibashira excavated frol1 Yayoi and Kofun 
period sites has hitherto been characterised by the repetition of arguments based 01 familiar， 
representative examples. The result is that the interpretation of these distinctive examples has 
become the prevailing interpretation of these kinds of buildings as a whole. However， tbe marked 
increase in this type of building ullcovered in archaeological excavations in recent years has provided 
archaeologists with the opportunity to compare precise distinctions between buildings of this kind. 
Given the present state of the field， itcan be argued that existing interpretations that have relied upon 
representative examples are insufiicient and， moreover， there is a need for new interpretations. For this 
reason， the following paper wil1 address the archaeological evidence for buildings with fr咽eestanding
mUI1αmochibαs-JlIrαby focusing on analysis of primary data drawn from a number of examples. With this 
methodology， this paper aims to fOI・ma 1110re probable interpretation of the character of buildings with 
freestanding munamochibashira， whilst attempting to reconstruct the strllcture of the societies that made 
use ofthem. 
This paper clarifies the charactelぢationof buildings with freestanding munamochibω~hira as above-
ground type bui/dings and， inaddition， draws attention to tbe prescnce of a clear distinction between 
bllildings of this kind and those that surround them within se口lements.These observations are used to 
indicate the possibility that， inaddition to their original， practical function as storehollses (kura)， these 
bllildings a1so fll日11ednon-everyday functions associated with agricultural rituals. Furthermore， an 
interpretation of the societies that used these buildings is attempted through analysis of the changes that 
took place in these strllctures during the Yayoi and Koflln period. Firstly， the observation that structures 
of this type accompanied by boundary features become particularly conspicllous in the Koflln period， in
contrast with the earlier Yayoi period， islIsed to disCllSS the existence of prominent social differentiation 
witbin Kofun period settlements viトかvisthe relatjvely relaxed social differentiation apparent in Yayoi 
period settlements. Secondly， itis noted tl1at the conspicllollS inter-settlement variations in buildings with 
freestanding munamochibashirα， present in the arcl1aeological record f1・omYayoi period settlements， 
are absent in structure examples found in the following Kofun period. Archaeological evidence for the 
existence of a prescribed standard for this type of bui lding， shared and recognised amongst Kofun period 
settlements is used to infer that the structure of Kofun period society was characterised by the buildings 
that were managed in accordance with principles that were shared on an inter-settlement level. 
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